
日にち 質問順 議 員 氏 名

１．学校給食センターに於ける食品のリサイクルについて
（１）給食センターからの食品残渣発生量は年間どのくらいか。
併せて本市に於ける残渣処分方法は、どのようになっているか。
（２）他、自治体で給食残渣を養豚用の餌や肥料として活用して
いるが、本市でも環境部局・教育部局が連携し同じ様な取り組み
は出来ないか。

２．デジタル地図の活用について
（１）市民へのデジタル地図、情報提供の現在状況と今ある課題
は
（２）庁内の地図に関する情報の一元化を図り情報共有に依る業
務の効率化が必要と考えるが現在どのように纏められ活用されて
るか。又、一元化された地図情報を市民にどこまで提供できる
か。

3．農地付、空き家の流通及び問題解決について
（１）空き家に付随した農地を新規で取得する際、本市では
5,000㎡以上の条件が有るが此の下限面積を引き下げる事が本市
でも条件的に可能か。
（２）国交省発行の「農地付、空家の手引き」では空家バンクに
登録して情報提供する仕組みとなっている。本市の空家バンク制
度では、こうした事例の場合、どのような取り組みがなされてい
るか。
（３）本市の現在の状況を踏まえ、空家対策の部署と農業委員会
の強力な連携体制が必要不可欠と考えるが今後どう対応していく
のか。

４．石岡・小美玉スマートICから茨城空港迄の県道・アクセス道
路について
（１）工事全体の進捗状況や今後の見通し、及び課題や克服方法
は。
（２）県道整備事業完了後の於ける9.6kmに渡る道路管理費の負
担先と年間必要管理経費の予想額は。

１.本市のSDGsの取り組みについて
（１）本市の考えと取り組みについて
（２）教育現場でのESDの取り組みについて

２.乳幼児の保健対策について
（１）新生児聴覚スクリーニング検査の体制について
（２）乳幼児の予防接種助成事業について

３．買い物弱者支援対策について
（１）市内の買い物弱者数について現状を伺う
（２）高齢者の買い物支援について
（３）移動販売について
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１．子育て問題について
（１）県や各自治体では幼稚園・保育園等に対しての保育料無料
化に対して、積極的な姿勢がみられるが当市はどのようにするの
か。
（２）虐待の問題が多発しているが、その防止策は

2．将来の人材を確保するための推奨制度をどう考えるか
（１）医療機関・教育・保育関係の各資格を取得のため短大・大
学等へ志望する若者に推奨制度を充実させては？

３．市が衰退しないために
（１）人口減少問題解決の決定的施策は？

４．合併以後の財政の推移について
（１）財政計画は達成したか？
（２）財政運営によって格差是正は出来たか？
（３）合併後十数年で大きく財政は変質していると思うが、当市
としての課題はないのか？

５．小美玉市の近未来はどうなるのか？
（１）中枢中核市つくば市と水戸の狭間にある小美玉市の将来に
対して懸念されることが多いが、どうしようとしているのか考え
はあるのか？
（２）水戸市と連携を強めているが、愚策ではないのか？
（３）小美玉市は茨城の中央に位置し、重要な地域であり、この
地域を発展させるべきと思うが如何？

6日 4 谷仲和雄

1.行政評価システムの確立について
（１）近年は、財政調整基金を繰入れた予算編成が続いている。
このため、後年度の予算編成を確保するための方策として、平成
27年度予算より枠配分対象経費において、一定の削減目標を盛
り込む、一般財源抑政策を講じている。この状況下、市では第３
次行財政改革に取り組んでいるところ。そのような中、限られた
行政資源（人材・財源など）の有効活用という観点から、施策及
び事務事業の「選択と集中」を促す行政評価システムの確立は急
務である。行財政改革推進本部の設置根拠である「社会経済情勢
の変化に対応した簡素で効率的な行財政運営の確立に向けて、行
財政の改革を全庁的に審議し、推進するため」には、評価システ
ムの確立は必須であり、これは、本市における行財政改革への本
気度を表す１つの指標と捉えている。以上を踏まえ、行政評価シ
ステムの確立に向けて３点を聞く。
①評価の現状と課題
②本市に適した評価方法の検討状況
③総合計画の進行管理としての活用

36日 戸田見成
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１．市内経済について
（１）消費税が10％になるにあたって
（２）行政サービスのコストについて
（３）プレミアム商品券について
（４）電子化された地域通貨について
（５）ソサイエティ5.0について
（６）茨城空港周辺の今後について

２．市内環境について
（１）市都のあり方について
（２）外国人労働者の受け入れについて
（３）EM菌（有用微生物群）について

１．羽鳥駅周辺整備事業、駅前広場について
（１）羽鳥駅周辺整備事業、羽鳥駅東口市有地利活用の進捗状況
について
（２）羽鳥駅東口市有地利活用問題今後の方針は

２．不妊治療費助成事業について
（１）昨年３月定例議会後から現在までで、どのような話し合い
をしたのか
（２）不妊治療費助成事業今後の方針について

３．地域温暖化対策の取り組みについて
（１）COOL　CHOICE宣言に向けて、現在の検討状況について
（２）事業を実施するのにあたり今後の取り組みについて

１．防災対策強化について
（１）H29年度防災訓練を踏まえた対策について
①図上訓練の実施について
②シェイクアウト訓練の実施について
③学校、地域との防災訓練の参加について

２．畜産業における防疫対策について
（１）中部地域の豚コレラ発生に伴う小美玉市の取り組み対策に
ついて
（２）鳥インフルエンザの予防対策について
（３）養鶏業者の火災被害の対応について

56日 鈴木俊一

67日 村田春樹

77日 石井旭
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7日 8 幡谷好文

１．福祉行政について
（１）福祉職員（保育士）の給与について近隣自治体との格差が
生じているが、市の所見を伺う。
（２）保育士給与改善等市単独補助事業の創設を要望
（３）市内の保・幼・小の連携強化を目的に教育委員会、子ども
福祉課等の垣根を越えた乳幼児教育を主管し、市民にとっても利
便性の高い「ワンストップな窓口」の創設を要望

１．子ども福祉行政について
（１）小美玉市第２次総合計画基本施策１
子どもの子育て支援充実の現状と課題に、児童の虐待が深刻な社
会問題となっておりその認知件数は急増している。関係機関と連
携のもと児童虐待防止策を強化していく必要があるとあります。
そこで、本市の主な具体策について
①虐待の予防、早期発見、早期対応は
②子どもへの支援、保護者を孤立させない社会づくりは
③児童相談所の体制強化、虐待対応に係る人材の確保、育成は

２．観光行政について
（１）花の香る里づくり事業について
①希望ヶ丘公園周辺約6．3haの転作田・菜の花・コスモス
②霞ヶ浦湖岸沿い約４km菜の花・コスモス
③竹原神社アジサイまつり
以上の美化活動、観光客、入込客対策について伺います。

8日 10 長島幸男

１．決算関係
（１）不用額等の状況について
①不用額は、主要経費別、使途別、部署別の歳出決算においてど
のような状況となっているか
②不用額は、どのような原因、事情等から発生しているのか
③不用額の発生理由は歳出決算にどのように記載されているのか
④繰越額と不用額との関係は、補正予算等の状況はどのように
なっているのか
（２）収入未済額・不能欠損額について
①平成29年度の状況・実状について
・市税　国保税
②徴収対策は、滞納整理方針・滞納整理計画について
③不能欠損にならないための計画・改善策について

97日 小川賢治
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１．子ども子育て支援施策の充実を
（１）保育料無償化について小美玉市の将来像は
①平成31年度の概要は
②次年度の対応は検討されているか
（２）すべての子どもが祝福される社会づくりを

2．安心安全なまちづくり
（１）生活道路、橋梁の安全性の確保について
①生活道路の安全は確保されているか
・道路補修、白線補修、橋梁点検について
②街路樹の安全確保はされているか
③信号機の増設を

３．文化で育てるまちづくり
（１）まるごと文化ホール構想の実践と課題をどのように考えて
いるか。活動の在り方と利用料
（２）ホール活用と多すぎるイベントについて

４．すべての人にやさしい男女共同のまちづくり
（１）消防関係にも女性が働ける環境づくりを
（２）市の情報はすべてに届いているか
①全戸に届く努力を。選挙公報はすべての家庭、障害者家庭にも
届いているか
②投票率向上の努力を
（３）女性管理職登用のためのスキルアップ事業を

５．安心して住み続けられるまちづくり
（１）高齢になっても元気で過ごせる施策の充実を
①運転免許返納と公共交通（タクシー券含む）
②生涯学習を支える施策（公民館活動等）と修繕
③健康を支える福祉施設の在り方（入浴施設）

118日 福島ヤヨヒ


